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⚫ 2月26日に覚知した林野火災では、消火・避難活動の際の配電線による事故を防止
する保安の観点から、最大約1,600戸の停電措置を実施。

⚫ 消火活動への支障を避けるため、綾里（りょうり）小学校に設置された現地消防本部
へ電源車によって電気を供給するなど、自治体とも連携して対応。

⚫ 東北電力ネットワークは、消防本部から立入許可を得た地域から順次、設備の巡視・
復旧作業を開始。火災により需要設備が損傷して送電ができない箇所等を除き、3
月9日に復旧が完了。

復旧対応状況焼損範囲（3月10日 10:00時点）

（出典）岩手県 第13回災害対策本部員会議資料

岩手県大船渡市の林野火災による被害の概要

（出典）東北電力ネットワーク X

焼損面積：2,900ha（現在も調査中）
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⚫ 林野火災の拡大に伴い、今治市内に電力を供給している2本の送電線のうち、桜井線
の送電が3月24日より停止。延焼範囲がもう1本の今治線に接近した場合、今治線の
送電が停止し、今治市内の広範囲で停電が発生するおそれが生じた。

⚫ このため、今治市全域に電力供給を継続できるよう、四国電力送配電は全国の一般送
配電事業者に応援を要請（速やかに対応するよう経済産業省からも各社に要請）し、
電源車110台・約1,000名の体制を構築するとともに、燃料供給体制を構築。

⚫ 四国電力送配電は、桜井線について、3月31日の鎮圧宣言後に巡視・復旧作業を開
始し、4月3日に復旧。

電源車の派遣状況

愛媛県今治市の林野火災による被害の概要

（出典）四国電力送配電 X

延焼範囲と送電線の位置図（3月25日 13:00時点）

延焼範囲と今治線とは約1km

送電線①（桜井線）
（保安停止中）

送電線②（今治線）
（電力供給中）

※結果的に、今治線
の送電停止は発生

しなかった

延焼範囲

（出典）四国電力送配電プレス資料を経済産業省加工
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（参考）相互扶助制度の概要
電力広域的運営推進機関
第12回 運営委員会 資料３
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（参考）一般送配電事業者各社の情報発信
各一般送配電事業者のSNSより



令和7年林野火災における停電復旧等の取組

岩
手
県
大
船
渡
市

項目 対応事例

関係機関との
連携

・火災状況に合わせた保安停止の実施や消火活動と並行した設備復旧に当たり、現地消防本部との連携
・保安停止箇所や避難区域の設備復旧状況の発信について、岩手県、大船渡市の災害対策本部と連携

応急復旧
・約280名体制で復旧を実施
・山間部の被害状況を把握するためのドローンの活用

情報発信
・SNSや停電HPによる情報発信に加え、HPトップページにバナーを設置して、保安停止状況や復旧状況を継
続的に発信
・公式Xで5回発信し、約8.3万回表示（4/2時点）

愛
媛
県
今
治
市

項目 対応事例

関係機関との
連携

・愛媛県災害対策本部にリエゾンを派遣。今治地区における広範囲停電のおそれが判明した際に、送電線への
延焼防止の重要性を説明し、送電線周辺の重点的な消火活動を実現
・民間事業者との災害時連携協定により、イオンモール今治新都市の協力を得て、駐車場に復旧拠点を設置。
また、電源車の燃料供給に必要なタンクローリー車、宿泊場所、食料を確保

応急復旧
・要員：約1,000名体制（一般送配電事業者合計）
・電源車：110台（一般送配電事業者合計）（3/25夕方に要請、3/27までに全台到着）

情報発信

・SNSや停電HPによる情報発信に加え、お知らせ文書の掲載やHPトップページにバナーを設置して、保安停
止状況や復旧状況を継続的に発信
・公式Xで7回発信し、停電に対する備えはテレビや新聞で広く取上げ
・応急復旧に対応した一般送配電事業者においても各社SNS等で情報発信
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